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イラク戦争の考察にあたって
ウリケル・ B・ポアチ＊
皆さん、こんにちは。私は、先ほどの紹介で当
事者として紹介された。お二人の先生のお話から
も、イラクの人々は、 700年も衰退状態であった
という意識の強さがうかがえる。トルコ共和国か
ら来た者も、イラク問題の当事者に当然なると私
は考えるが、それをイラクの人々がどのように受
けとめるのかはまた別の問題であろう。
先生の報告で勉強になったところも踏まえて、
お二人の先生が触れられなかったところもあるの
ではないかと考え、私の興味のあるところをいく
つか述べたい。
まず、「アメリカに対してなぜここまでの反発
が出ているのか」という問題である。一方、この
点に関して「アメリカに対する反発はなぜこれ＜
らいにとどまるのか」という考えかたもありうる。
つまり、あくまでもアメリカは、いま、占領軍と
してきているわけで、イラクが占領されているの
である。自分の国が占領されているのにもかかわ
らず、それに対するイラク国民の反発はただこれ
ぐらいにとどまるものなのか。こういった視点か
ら考えることもまた、この複雑な問題を理解する
上で、イラク、イスラームについて、またその歴史
に関して緒を見つけだすことに導くのではないか。
そして、問いをこういう形にすると、サダム・
フセインの存在に関しても、さまざまな視点から
ものを考えられるのであろう。
まず、サダム・フセインに関して考えるとき、
先生が触れられなかった点の一つなのであるが、
イラク・イラン戦争が重要であろう。このイラ
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ン・イラク戦争中はアメリカとサダムの関係はい
かなるものであったのか。あるいは、アメリカと
イラクの関係はいかなるものであったのかという
点を考えることは、アメリカはシーア派を、また、
スンナ派をどう見てきたのかを考えるうえでも大
事な緒の一つになるのではなかろうか。
宗教学の視点から考えたシーア派、スンナ派が
どのようなものなのかを別にして、いま、アメリ
力は戦争を行っているわけであるから、このアメ
リカの見解を、私たちは受け止めなければならな
いところもある。アメリカは間違っているかもし
れない。アメリカの言い分は根拠のない話かもし
れない。しかし、アメリカがスンナ派とシーア派
を区別しようとしているのは現実である。そして、
これはイラク戦争だけにかぎった考え方ではない。
より大きな範囲でアメリカのこれからの計画のな
かでスンナ派はもはや「だめ」「使いものにはな
らない」と位置づけられているという考えかたも
議論の一環としてある。サウジアラビア、エジプ
ト、そしてイラク、これらはすべてスンナ派であ
るが、結論からいえば、とくにサウジアラビアの
ありかたは9.11の一大要因ではなかったか、この
スンナ派の支配のもとに置かれた中東は、問題を
生み出す泥i召そのものではないのかという考え方
が、アメリカにないとは言い切れないのである。
これが正しいか、根拠のあるものかどうかは全く
別の話にしておいても、これを無視してはならない。
そして、サダムについて考えるときパレスチナ
問題、そして石油といったところを考えることの
重要性は先生のご報告のとおりである。さて、中
東というと世界中の人々が一般に思い浮かべるい
くつかのイメージがある。その一つはテロであろ
う。テロに言及せずに、中東という問題を取り上
げるには無理があるのではないか？これもまた、
中東＝テロだと言い切れるのか、言い切れないの
かを別にしても、中東といっているところでテロ
という問題に触れないわけにはいかないというの
が現状である。
そして、このテロという問題も、国、時代に
よって様々な形で定義されてきた。トルコ人のテ
ロの定義と、オランダ人のそれと、日本人の定義
は必ずしも一致しているわけではない。テロ問題
にはまずこういう側面がある。
さて、ここで、 トルコ人よりも、オランダ人、
日本人よりもこのイラク戦争の直接の当事者であ
るアメリカ人の考えかたを重視すべきではないか。
9.11以来、テロを今後の最大の脅威と位置づけた
アメリカはこれを背景にイラク戦争に踏み切った
のではないか。そこで、やはりイラクとテロを結
びつける決定的な証拠はいまだに出されておらず、
これはアメリカの口実にすぎないという見方はあ
る。つまりアメリカは、イラク戦争を裏付けるサ
ダムのテロとのかかわりを明白に証明できないと
いう批判である。これは当然重要な点ではあるが、
決してサダムはテロと無縁だったということには
なるまい。トルコ共和国の者として、まさにこう
いった話になると当事者として発言できると思う。
20年あまり、厳しいテロ、いわゆるクルド問題と
直面してきたトルコ人は、「サダムはテロと無縁
だった」といわれても、おそらく苦笑いするしか
ない。
そして、もう一つ重要なのは、今後どうなるの
かという、中東地域に広がる不安であろう。一つ
にイラクの次はどこだという話がある。根拠のあ
る話かどうかはまた別にしても、次はイランでは
ないか、次はシリアではないかと、つねに広く懸
念されている。
また、イラク戦争をめぐってNATO同盟国の
間に亀裂が生じた。フランス、 ドイツの反応と、
イギリスーイタリアースペインの反応、あるいは
古いヨーロッパ一新しいヨーロッパという議論な
どは、その亀裂をものがたる。
一方、 トルコと米国の間に長きにわたり築かれ
てきたその同盟関係の今後は懸念される。これも
またこのイラク戦争に関連して生じた問題である。
簡潔に述べると、開戦直前にアメリカはトルコに
強力なプレッシャーをかけ、対イラク北部戦線を
ひらく目的で大規模なアメリカ軍のトルコ通過な
ど様々な厳しい要求をしてきた。トルコ共和国の
国会は、それだけの外国軍をトルコ領内に受け入
れることを拒否したが、その結果は、米土同盟関
係の悪化に至った。最終的に北部戦線なしに開戦
に挑んだ米国は、イラク北部のクルド勢力を同盟
者として位置付けた。また、しばらくたってから
クルド系との同盟の事実上限界もあって、米国は
再びトルコ政府に向かい、 トルコ軍のイラク派兵
を要求した過程もあった。トルコ共和国は、 トル
コ軍のイラク派兵を許可した。しかし、クルド系
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勢力の反対を受けた米国は、多国籍軍のイラク介
入を目指していたが、 トルコ軍のイラク入りは避
ける姿勢にかわった。こういった米ートルコ間の
イラクに関わる一連のながれは、ほぼ一年という
短期間の過程である。中東という地域の歴史が明
白にものがたるように一年、二年という期間は、
この地域では物事を判断するのにきわめて短いも
のである。変化は急速に現れ、短期間に過ぎ去る
この地域では、一年、二年という単位でものを考
えるのは非常に困難である。
イラク問題は多様性をもった問題である。イラ
クという国はスンナ派、シーア派、アラブだけの
国ではない。イラクは、クルド系、 トゥルクメン、
アラブなどが存在する多民族国家である。イラク
という国は、今後も以前のかたちのまま残るかど
うか。クルド系の独立は可能か、それはイラク内
外でどういう影響を及ぼすのか？すなわち、今後
イラクはいかなるかたちになるのか、イラク内外
の諸視点をあわせて、国際的に考えるべきではな
いか。また、考えてみると、この地域には他の課
題も様々ある。例えば、来週、 BSチャンネルで
「水問題」と題した番組が放送されるようである
が、中東における「水問題」とこのイラク戦争は
どう結びつくのか？この地域の諸国の関係とこう
いった様々な問題を各側面から総合的に考えずに、
イラク戦争の意味合いを正確に把握するのは困難
ではないか？むしろ、スンナ派の思想・価値観、
シーア派の思想・価値観よりもこういった課題を
土台にして考える時期ではないか？
また、今回の講演ではほとんど言及されなかっ
たが、サダム・フセインはクウェート占領を行っ
たという事実も忘れてはならない。つまり、こう
いった過去があったうえに現在の状況がある。こ
れは今回のイラク戦争の原因か、ただ要因のひと
つにすぎない課題か、議論の余地があると思うが、
イラクという問題を挙げるうえで、そのクウェー
ト問題に触れずにはいられないと思う。
サダムはビスマルクではないか、という話が講
演にあったが、中東の人間でサダムをそういう目
で評価するものがどれだけいるのだろうか？また、
サダムは「イラクの父」としてみなされる話も
あった。しかし、クーデターを起こし政権を奪っ
たサダムに「イラクの父」といえるのか？また、
サダムはリアル・ポリティークの人間ではないか
という見方も一つある。これもまた、イラン・イ
ラク戦争、クウェート占領および、その後の過程
のなかで考えると、議論の余地が十分あると思う。
再び、私がはじめに申し上げたところに戻るが、
今日の先生からのお話を通し私として、もっとも
感じたことは、占領されているのにもかかわらず、
それに対する反発はこれだけなのかということで
ある。イラク戦争といわれているが、戦争はあっ
たのかと思うくらい戦争は短いものであったし、
イラク国民どころか、イラク国軍の反発もほとん
どなかったという現状である。これはCNN,
BBCを見ると、アメリカの圧倒的な力で、イラク
が動けないうちにすべて制圧されたというかたち
で描かれている。そういうのがあっても、あの国
の国土にあれだけの人数の占領軍が入っているわ
けである。考えてみたら、情けない言い方かもし
れないが、一日 1人ぐらいアメリカ兵が殺されて
いる。これが占領された国での反発なのか。そう
いうところから、イラクの人々の自国に対する意
識は一体どういうものなのか考えさせられる。そ
して、占領国であるアメリカと同盟を結んでいる
のはイギリス、スペインをはじめとする多数の
国々であるが、そればかりではない。イラク国民
の一部も支持している。いったいこれはどういう
ことなのか。この点から、イラク国民の国民性も
一つの話題にならざるを得ない。
なるほど、ファッルージャが地獄になっている
ような報道が多いが、国が占領されていながら、
それで、やっとこれだけの反発なのである。その
程度であるのなら、独裁者のサダム・フセインが
いかにしてこの国を支配してきたのか。なぜ、そ
のときには反発がなかったのか。ファッルージャ
の人たちのプライドはアメリカに傷つけられた。
しかし、サダム・フセインもそういう理由をいく
つかつくっていたのではないか。そのとき反発は
なかったのか。ファッルージャの話は、その規模
でとどまっているのは、どういうことなのかとい
うところを私は不思議に思う。
最後に、 トルコでは、クルドに関する面を中心
に取り上げられがちなイラク問題は、じつに多様
な側面をもつ問題であると、先生のお話をうかが
い思った。先生のお話をうかがい勉強になるとと
もに、腑に落ちないところもあったように思う。
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